
小離島の保健活動の展開方法の特徴と推進要因

研究テーマ

小離島で働く保健師は、狭小性、隔絶性、孤立性という地
理的特性があり、OJTを受ける機会が少ない中で活動して
おり、新任期であっても高度な実践能力が求められます。
専門職や支援が少ない中で、どのようにしてそれらを獲得
していくのか、その実践のプロセスや保健活動の展開方法
の特徴を研究しています。

概要

沖縄県の離島・僻地町村の各種保健医療福祉計画の策定と
活用状況について調査しました。今後は、沖縄県を中心に、
全国の孤立小型離島に勤務する保健師に、保健活動の展開
方法とその特徴、推進要因について、インタビューするこ
とを計画しています。

具体的な内容

看護（公衆衛生看護学）助教／ 岡﨑実子
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